
――――― 耳ほじ忍法帖～姉者くノ一『葵』不埒な耳穴頂戴します～　台本 ―――――

【導入パート】

①両耳、遠距離

　・夜半、布団を敷く棟梁。

　・そこへクナイが飛んできて、どこからともなく葵の声が響く。

避けましたか…鍛錬は怠っていない様ですね…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳後方から、近距離

　・唐突に後ろからぬっと現れて少し脅かす様に。

　・背後から急所にクナイをあてがいながら品評。

こちらです…

ふっ、こうも簡単に背後を取られるとは、情けないですね…

ほぅら…喉、心臓…股…これで棟梁は既に 3度死にました…まだまだ甘いですね。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

両耳、通常距離

　・一旦離し、棟梁が振り向くので正面から。

　・二人の関係性がわかる会話、知っている上でわざとらしく質問

久しぶりですね、
とうりょう

棟梁。

おやめください、姉上などと…
あおい

葵で結構ですよ。

ところで、今何をされていたのですか？　せっせと布団など敷いて…寝る準備？

ほーぅ…そうですか、もう遅いですものね…



②両耳、近距離

　・壁ドン、棟梁を見下ろすような体勢

　・冷たい目線と厳しい口調でお叱り

フンっ、私を騙せるとお思いですか？　

存じております…棟梁が夜な夜な、くノ一をこの部屋に呼び出していることは…

全くふしだらな…事もあろうに棟梁という立場を利用して、手籠めにしようなどと…

残念でしたね、今夜棟梁が呼んだくノ一には既に話を通してあります。

　・さらに近づき囁き声で

　・最後棟梁が逃げようとするのですかさず取り押さえる

不届き千万…今日はこの私…葵が、棟梁の性根をみっちりと叩き直して差し上げましょう！

ご自分が本来は厳格な里の長だと言うことを徹底的にわからせて…っと、逃がしませんっ！　

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

両耳、超近距離

　・正面から締め上げ、棟梁の顔が胸に埋もれる体勢

フンッ…捕えたっ！　え？　胸が当たってる…？　

うつけ者…今更この私が胸がどうのなどと…まして弟相手に恥じらいなどする筈がないでしょう？

全く、女とあらば実の姉であっても見境なしとは…

ハァ…情けない…どうやら棟梁が不埒な軟弱者に成り下がったというのは本当だったようですね

そういう性根が術を曇らせるのですっ、それっ！

　・更に強く締め上げる。締め上げながら話しているので若干力んだ感じで

　

全く、相変わらずだらしがないですね…

思えば、棟梁は昔から私との組み手だけは嫌がりましたね…フ、当然です…

男児が生まれていなければ、次期棟梁は私だと言われていたのです。

今でも、負ける気などしません…

さぁ…今宵は徹底的に締め上げて差し上げます…覚悟っ！



③両耳、超近距離

　・根っからのSなのでキリっとしつつもどこか楽しそう

　・囁き声で

ほら…もっときつ、く…少しは抵抗してください…

フフフ、ほらほら、どうしました？　いかがです？　私の締め付けは…効くでしょう？

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

両耳、近距離

　・棟梁を離す力みがぬけて少し退屈そうに

フン…もう降参ですか…　はぁ…全く微塵のこらえ性もない…

このような軟弱者に里を預けなければならないとは…心配が耐えません

ここは姉として、愚弟にしっかりとお仕置きをせねばなりませんね…

　・棟梁が誤解を解こうと弁明する

　・予想外の耳かきに戸惑い、一瞬素が出そうになる

…勘違い？　見苦しいですよ、今更言い訳など…は？

み、耳かき術…？　夜な夜なくノ一を呼びつけて、耳かきの修行…！？

な、何だそ…何ですかそれは、いくらとっさの言い訳だとしてももう少しマシな…

いかなる屈強な男でもたちまち篭絡させるくノ一の秘術…？

バカな…またそうやって組み手から逃げようと…既に何人かに伝授した？

ふむ…では、本当にやましいことは何もないと言うのですね？

あくまでも棟梁としての責務を果たしているだけだと？

　・仕方ないなという風に肩をすくめる

まぁいいでしょう、一応信じて差し上げます。

とはいえ、やはり棟梁の軟弱ぶりは捨て置けません…

今宵は久々に、付きっきりで稽古をつけて差し上げます。さぁ支度を、道場へ参り…何です？



④両耳、近距離

　・稽古がイヤすぎる棟梁、逃れようと耳かき術伝授を提案

　・一瞬驚くが冷静に

なっ！？　私に耳かき術の伝授を？

…なぜ私がそんな事をしなければならないのですか？

　・苦し紛れの逃げ口上に呆れて溜息

里一の実力者に相応しい忍術だから…ハァ…

うまいことを言って、何かふしだらな目的があるのでしょう？　節操なしの棟梁の事ですから。

それとも、やはり稽古を怠けたいだけなのでは？　お断りします。　さぁ、参りましょう。

　・少しピキってる

…今何と？　劣る…？　他のくノ一に出来て、私には出来ない…そう仰られましたか？

　・クソでか溜息

ハァ～～…

　・我に返り敬語に戻る

いいでしょう、そこまで仰るなら…棟梁のお言葉に従い、耳かき術を拝領致しましょう。

ですがその前に、お耳を拝借…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・囁き声

　・半信半疑で耳元へ、耳ふーへの反応にまんざらでもない様子

耳かき術など…胡散臭い、本当に存在するのですか？

はー…ふぅ～♡(5秒)

ッ！　この反応は…演技だとしたら相当なものです…どれ



⑤左耳、超近距離

　・囁き声

　・耳ふーでビクっとする反応に驚き、少し興味が出る

　はー…ふっふっふっ♡　はー…ふぅ～♡(10秒)　ぁっ∥

成程…篭絡、というのも…単なる眉唾という訳ではなさそうですね…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・囁き声

ふっ♡(1秒)　ふっ♡(1秒)　ふぅ～♡(3秒)　ッ∥　

不本意ですが、仕方ありませんね…

この葵めが、棟梁のお耳を見事篭絡せしめてご覧に入れましょう。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

両耳、近距離

棟梁に本当に他意がないと言うのなら、きっと最後まで
き ぜ ん

毅然として耐えきれる筈ですし…

ですが、そうでなければ…この葵に不用意に挑発を働いたことを、後悔させて差し上げましょう。



【右耳かきパート】

⑤右耳、近距離

　・膝枕、髪の毛がくすぐったい

んっ∥　くすぐったいです…言うまでもない事ですが、これは忍術修行ですので…

くだらない悪戯や、いやらしい粗相の類はご法度です。

ではお耳掃除の前に…まずはどの程度耳垢が溜まっているのかを確認致します。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・耳穴を覗き込んで、わざとらしくくすぐるように唸る

失礼して、覗かせて頂きますね…ん～…ぁ～…ほぉ～…ん？

成程…耳かき術とは、いかなる屈強な武士であっても、たちまち篭絡せしめる…とのことでしたね。

その意味するところ、つまりはこういう事でしょう？

はー…ふぅ～♡(5秒)　フム、やはり…

　・囁き声で

どれほど鍛錬を積もうと、死線を潜り抜けようとも、お耳は鍛えようがありませんから。

ふしだらな棟梁の…いえ、どなたのものであっても、手玉に取るなどこの葵には造作もない事…

どうぞとっくりと、そのお耳でご査収くださいませ。

　・囁き声やめ

いいえ、まだ掻きませんよ？

篭絡、という程ですから、棟梁が私に逆らえなくなる程に…

　・囁き声

焦らし、嬲り、従えます…



⑦右耳、近距離

　・耳元で指を蠢かせたり、爪でかりかりして焦らす。ゆっくりとエロく

　・囁き声

そぉ～ら、そぉ～ら…お耳の周りを、触れるか触れないか…ぎりぎりの所で…

私の指をわきわき…わさわさ…と…艶めしやかに蠢かせ…

時折、爪を軽ぅく立てて…つつ～っと…あ～、つろ～っと…っ

まだ肝心のお耳穴には一切手をつけていないというのに…こんなにビクビクと震えて…

くすぐったいのですか？　全く情けない…

そぉ～ら、つぅ～ら…あー、さわ、さわさわ…ん～、つらつら、わきわき…

こんなことで、里の長が務まるとお思いですか？　

つつ～っと、つろ～っと…かり、かり、かりかり～…こりこり～

　・本当はガチだとわかっているがあくまでも修行中という設定を守る

　・それを逆手に取って煽る

　・囁き声やめ、擬音のみ囁きで

まぁ最も、厳格な棟梁の事ですから、恐らくは修行の為の演技なのでしょうけれど…

はー…ふぅ～♡(5秒)　

あら？　どうされました？　もしや…今のビクビク、本気…だったりします？　違いますよね？

はー…ふぅ～♡(5秒)　さわさわさわ～　

はー…ふぅ～♡(5秒)　そわそわそわ～

お耳穴、じれったくなって、痒くなって来ましたか？　

このように焦らせば焦らすほど…後の耳かきは一層に快感を増す…ですから…



⑧右耳、超近距離

　・囁き声、擬音変わらずゆっくり

　・たっぷりと焦らす言葉攻め

まだ駄目…今度は、痒くなったお耳穴の…その入口…

この…穴の…淵を…人差し指の爪の先で…

くーる、くーる…焦らし、焦らし…て…入れてほしそうなお耳穴を、さらに苛つかせます…

くーる、くーる…つーろ、つーろ…あー、そーろ、そーろ…ん、くーる、くぅーる…

今度は長めに…はー…ふぅ～～♡(7秒)

本当にだらしない…急所である耳穴を、無防備に晒しただけでなく…

恥知らずにもくノ一相手に情けないお姿までも見せつけて…っと、これは演技ですよ？

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

　・浅め耳かき、擬音ゆっくり目

　・焦らす弱々耳かきで棟梁イライラ、それを見て楽しそうに

さて棟梁、あまり動かれぬ事をおすすめします。

耳かき棒をお耳穴に挿し込み、まずは浅い箇所から耳垢を掻き出して参ります。

はい？　いかがなさいましたか？　もっとしっかり掻いて欲しい？　

…お耳穴、イライラしますか？　思うようにほじほじして貰えなくて、もどかしいです？

それは良かった…ではそのまま、もーっと鬱憤をため込んでください。

ええ、篭絡術ですから…お耳穴が憤るほどに、解放の悦びは必然…

こうして確実に、調教を果たしてゆくのですよ。

ほら、やさーしく…ゆーっくりと…かき、かき…こしょ、こしょ…こーしょ、こーしょ…こちょ、こちょ…

焦らされてイライラが爆発しそうなお耳穴を…更に意地悪く…かき、ん、かき…こしょ…こーしょ

ん、かーき…かーき…あー…かーき…かーき…んー、こーしょ…こーしょ…こーしょ…こーしょ



⑨右耳、超近距離

　・囁き声

　・耳ふーフェイント

　

ほーら、もっともーっと…お耳穴イライラさせてください…　はー…ふぅ～♡(5秒)

もう一度いきますよ？　はー…ふ…

クス♡　身構えましたね？　既に私の術中に嵌っているご様子…っと、ご無礼を…

はー…ふぅ～～♡(7秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

では…これ以上は棟梁がご乱心されそうなので、お望み通り…

しっかりとかきかきして差し上げます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・浅め高速耳かき、擬音高速。

　・擬音のみ囁き声

　・ふっふっふっ――は高速耳ふー

ほぉら、言った通り…息を荒げて…ウットリとうつろな目つき…

棟梁如き不埒者を手籠めにするくらい、私にかかれば…おっと、言い方が不適切ですね…

棟梁如き…お耳穴いじめられたがりの変態、ですかね…容易い事です。

かきかきかきかきかきかきかきかき、かきかきかきかきかきかきかきかき

ん、んー…あ～…ダメですよ動いては…

こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ、こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ

お気持ちはわかりますが、そう子供の様にはしゃがれては…棟梁として、みっともないですね…

そんなことはないと？　そうでしょうか…

はー…ふぅ～♡(5秒)　これでも？　はー…ふっふっふっ…(3秒)　あっ∥



⑩右耳、超近距離

　・囁き声

　・浅め高速耳かき続き、擬音高速

またビクっと…どうやら、小刻みにお耳穴を刺激されるのがお好みのご様子ですね。

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ♡(7秒)

まだまだ続けますよ？

こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ、こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ

かきかきかきかきかきかきかきかき、かりかりかりかりかりかりかりかりかり…ん、それっ…

こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ

こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっ♡(5秒)

はー…ふぅ～～♡(7秒)　

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

徹底したやられ役の演技、お見事でございました…どうかそのまま、ご指南をお続けください♡

それでは、もう一度奥を…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・耳穴を覗き込んでわざとらしくねっとり実況

ん～…覗かせていただきますね？

あ～…まぁ、お耳奥の肉壁が、焦らされすぎてヒクヒクと蠢いて…

まるで供物を差し出すかのように耳垢を浮かせて、掻き出されるのを待ちわびていますよ？

フフフ、軟弱もので被虐趣味持ちの棟梁に相応しい、おぞましいお耳穴ですね♡



⑪右耳、近距離

　・奥耳かき、慎重そうに。擬音ゆっくり目

　・またしてももどかしい弱々耳かきで意地悪

では…お待ちかねの…奥、耳かきの匙を挿し込んで参ります。

そーっと…そぉ～っと…ッ∥　

いけませんよ、動いては…そぉ～～っと♡

何です？　奥、気持ちよくありませんか？

ほーら、こしょ、こしょ…ほり、ほり…こしょ、こしょ

意地悪？　はて？　何の事でしょう…もっと力を込めろ？

　・意地悪が過ぎて却って切なくなってくる

　・少し強く掻いてはまた弱く掻いて弄び、どんどん沼らせる

お立場をご理解なさっておられませんね…今、棟梁は既に私の術中…生意気は許しませんよ？

逆らえば…あ～、もう気持ちよくほじほじして貰えないかも～

あぁっ∥　泣き出しそうなお顔…不覚にもゾクゾクしてしまいます∥

では少しだけ…ほじっ　あっ∥　聞き捨てならないお声が漏れましたよ？

ほじ、ほじ…ほじ…ほじ…ん…あ～…ごり、ごりっ…はい、お終いです。

まだまだお耳壁にはイライラして頂かなくては…ん～、ん…あ～…ん、う…ぉ～

そ～っと…こしょ、こしょ…こ～ちょ、こ～ちょ…かり、かり…

ごり、ごり…時折、強めに…緩急をつけて…

ほじ、ほじ…ほじ、ほじ…ごしょ、ごしょ、ごしょ…

　・独り言っぽく

歯痒そうなお顔…今ならどんなお願いでも聞いて頂けそうですね。

はー…ふぅ～♡　ふっふっふっ…ふぅ～♡(10秒)　



⑫右耳、超近距離

ずうっと焦らされて、

いよいよ自ら情けなくお願いしてしまいそうなほどに待ちわびたお耳壁ほじほじを、

存分にご堪能ください…

再び奥まで挿し込んで…小刻みに動かしますよ？

　・高速奥耳かき、擬音高速

　・囁き声

あっ、あっ…棟梁…全く節操のない…無様にビクビクと…

ビクビクと暴れるのは勝手ですが、つい手元が狂ってしまいますと…おわかりですね？

下手をすれば…若くして引退、なんてことに…

くノ一との修行中のケガが原因、なんて…里中の笑い者でしょうね、お似合いではありませんか？

ほじほじほじほじほじほじほじほじ、ほりほりほりほりほりほりほりほり…ん～…

ごりごりごりごりごりごごりごりごりごり、しょごしょごしょごしょごしょごしょごしょごしょ…フッ、あ～…

　・囁き声やめ

棟梁、いかがです？　葵の高速ほじほじは…

いかに演技とはいえ、限度というものがございます…あまりそう情けない声を出されては…

…演技…ですよね？　よかった、では引き続き…

　・囁き声

ほじほじほじほじほじほじほじほじ、ほりほりほりほりほりほりほりほり

ごりごりごりごりごりごりごりごり、がりがりがりがりがりがりがりがり…ん…ぉ～…ぁ～…ん∥

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ(7秒)

ん？　いいですか？　耳垢を息で浮かせながら、同時に掻きほじります。

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ(7秒)



⑬右耳、近距離

息を荒げて…よくご辛抱なさいましたね、少しだけ褒めて差し上げます。

はー…ふぅ～～♡(7秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

まだまだ隠れた耳垢が薄ーくお耳壁にこびりついている気配がございます…

全て掻き出すとなると…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・耳に息をあてながら囁き声

　・耳穴に唾を垂らす

ぁ～…お耳壁を、さらに暖かく…湿らせて掻き毟らなければなりません…

棟梁…失礼致しますね…お耳穴を、よーく広げて…ご準備はよろしいですか？

私の…唾液を…

んむっ…くちゅっ…むぐっくちゅるっ…んむっるっうれぇ～ぷぷふぇっ…じゅるっ♡(15秒)

あぁ…入ってしまいました…

凄い…お耳がどんどん赤く…その様な機微まで再現なされるなんて…

修行のやり甲斐があるというもの…ビクビクもっ∥　暴れて…んっ∥

暖かくて、心地よいですか？

お耳穴から…いやらしい音が…ぬちゅぬちゅと聞こえて来てしまいそうです…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

ではこちらの…拷問用のくすぐり棒…

この、先端に巻きつけられた柔らかいトゲの一本一本で、

棟梁のお耳壁を絶え間なく掻き上げ、とめどない刺激を与えます。



⑭右耳、近距離

　・耳ブラシ、擬音ゆっくり目

入れますよ…そぉ～ら…じゅ～こ、じゅ～こ…ぞろろ～、ぞりり～…じゅ～ろ、じゅ～こ…

くるくると回転させながら…ぞろ～り、ぞろ～り…じゅろ、じゅろ、じゅろろ～、じゅここ～…

お声が漏れていますよ？　気持ちよいのですか？

じゅこ、じゅこ…ごしゅ、ごしゅ…ず～こ、ず～こ…ずろ、ずろ…ずこ、ずこ…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・高速耳ブラシ、擬音高速

　・囁き声

奥まで挿し込んで、素早くじゅこじゅこ…して参りますね。

じゅこじゅこじゅこじゅこじゅこじゅこじゅこじゅこ、ちゅこちゅこちゅこちゅこちゅこちゅこちゅこちゅこ

はー…ふぅ～♡(5秒)　じゅろじゅろじゅろじゅろじゅこじゅこじゅこじゅこ

はー…ふぅ～♡(5秒)　じゅろじゅろじゅろじゅろじゅこじゅこじゅこじゅこ

回転も…くるくるくるくる、くりくりくりくり

…フフ、お辛いですか？　それとも…悦に浸っておられるのですか？

ウットリとした目をして、すっかり油断しておられますね…

ぐりぐりと、回して…一気に…引き抜くっ！　あっ∥　クスッ∥

そら、もう一度…ぐりぐり、くりくり、ぞろぞろぞろ～それっ！　

ぞろぞろ、ぞりぞり、ずろずろずろ～はいっ！

はー…ふぅ～～♡(7秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

修行とはいえ、こうも容易く棟梁の情けないお顔が見られるとなると…

いずれ他のくノ一達を落胆させてしまうのは必然…困ったものです

ではこのまま、綿棒で…一旦は優しく…ですが徐々に、奥へ奥へと滑らせます。



⑮右耳、近距離

　・綿棒、擬音ゆっくり目

ん…こし、こし…くり、くり…あ、掻き浮かせた耳垢が、綿棒に絡みついて…

くし、くし…くーり、くーり…ん、あ…こし、こし、こし、こし…すり、すり…すーり、すーり

綿棒を回転させながら…少しずつ奥へと滑らせますよ…

くるくる、くーる、くーる…くりくりくりくり、くる、くる…

ぐーり、ぐーり…ぐり、ぐり、ぐり…ごし、ごし…ごぉし、ごぉし…

　・怖がる棟梁を安心させる

…？　あぁ、身構えておられるのですか？　ご安心ください。

綿棒は仕上げの様なものですから…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・囁き声

　・高速綿棒、擬音高速。

　・先の言葉を裏切り、怒った棟梁に呆れる。

こしこしこしこしこしこしこしこし…はい？　話が違う？

ハァ…よもや本当に信用されていたとは…

忍の長にあるまじき気の緩み…とくと反省なさってください。

こしこしこしこしこしこしこしこし、こしこしこしこしこしこしこしこし

くりくりくりくりくりくりくりずりずりずりずりずりずりずりずり、ごしごしごしごしごしごしごしごし

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっ、ふぅ～♡(10秒)　



⑯右耳、近距離

はい、最後に梵天ふわふわで今度こそ仕上げですよ。

今度こそ仕上げですから、もう身構えずとも結構ですよ？

信用出来ない？　さぁ、どうでしょう…

ん…ん…ふわ、ふわ…さわわ～…

全く、これほどの軟弱ぶり…反対側は更に厳しくお仕置きしなければ…っと

これは耳かき術の修行でしたね…私とした事が、つい♡

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・囁き声

はー…ふぅ～♡(5秒)

すっかり心乱されてしまいましたね…反対を向いてください。



【左耳かきパート】

⑰左耳、近距離

　・膝枕

　・しょっぱなから罵倒の威力高め

んっ∥　そうお腹にお顔を埋められては…少々くすぐったいです。

先程の一通りの耳かきでわかったことは、

想定される敵が、皆耳穴攻められ好きの変態であるという事…

無論棟梁相手にも、そういった
てい

体で、お相手させて頂きますね。

さぁ、それではこちらも、先程同様に…謹んで…いえ、蔑んで、お耳掃除と参りましょう。

ではまずは…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離

　・耳穴を覗き込んで

ん～…お耳穴の中を、じ～っくりと、隅々まで覗き込んで、丸裸にして差し上げます。

ぁ～、ぉ～、んん…こちらも…たっぷりと耳垢をため込んで…

くノ一に侮蔑の目で見られているとも知らずに、

恥知らずにも掻き出されるのを待ちわびているご様子…

既に反対側がどんな悲惨な目に逢い、これから自身も同じ目にあわされるとも知らずに…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

　・囁き声

　・耳元で指わきわきと爪でかりかり

こちらも、指を耳元でわきわきと蠢かせながら…囁き声で挑発してゆきます…

さわさわ～、わさわさ～　はー…ふぅ～♡(5秒)

敏感なお耳に、まるで生き物の様な指が…絡みつきそう…でも、ぎりぎりで触れず…蠢いて…

こしょこしょこしょこしょ～、そわそわそわそわ～　はー…ふぅ～♡(5秒)

爪の先で、お耳穴の周りを…つつ～、つろ～っと…かりかり、こり、こりっ♡

ゾクゾクしてしまいますか？



⑱左耳、近距離

　・囁き声

　・耳元で指わきわきと爪でかりかり続き

全く、底なしにだらしないのですね、反対側であれほどお辛そうにしておられましたのに、

こちら側はそんな事はお構いなしにお耳穴をひくひくとさせて…まるで餌をねだる雛鳥の様…

ねだるお口には決して入れずに、その周りをひたすらに…

くーる、くーる、かり、かり、かり…くーる、くーる、かり、かり、かり…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離

　・囁き声

…ふっ♡(1秒)

油断しましたね？　いつまでも優しくお耳ふーふーして貰えるとでもお思いですか？

おやおや、既にこの様な扱いすらも心地よくなってしまわれましたか…この雑魚棟梁。

もっともっと焦らして…お耳穴のイライラさせて参ります

この未熟者…ふっ♡(1秒)　軟弱者…ふっ♡(1秒)　痴れ者…ふっ♡(1秒)　変態…ふっ♡(1秒)

罵倒にすらビクビクと感じてしまうとは…指導者失格の、不埒物っ！

はー…ふぅ～～♡(7秒)　ハァ…全く。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

　・浅め耳かき、擬音ゆっくり目

　・今度も焦らしまくる

それではこちらも…まずは浅めを…とっぷりと焦らして参ります。

ん…こしょ、こしょ…かり、かり…ん～…弱～く、浅～く…

ん…こしょ、こーしょ…かーり、かーり…ん～…こしょ、こしょ…ほ～しょ、ほしょ…

もどかしそうなお顔、たまりません…ですが、どうする事も出来ないでしょう？

もっともっとお預けして…私に逆らえなくして差し上げましょう…

んふふ、支配欲が満たされます∥



⑲左耳、近距離

　・浅め耳かき続き

　・完全に手玉に取る

ん、ん…ぁ～…ほ～しょ、ほ～しょ…こしょ、こしょ…こちょ、こちょこちょっ…ん、ぉ～

何ですか？　早くしろ？

今更棟梁ぶって権力をかざすおつもりですか…

そうですか、ではもう耳かきはよろしいのですね？

ククク…とっさに口をつぐみましたね

耳ほじ忍法、半信半疑でしたが…効果は確かな様です

しっかりかきかきして欲しかったら、いい子にして我慢するのですよ？

はー…ふぅ～♡(5秒)

こしょ、こしょ…かりっ、かりっ…かり、かり、かりかり…

かき、かき…か～り、か～り…こ～しょ、こ～しょ…ん…こちょ、こちょ、こちょ…こしょっ、こしょしょっ

はー…ふぅ～～♡(7秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離

　・高速耳かき、擬音高速

では…高速耳かき、参ります。

ん…ん～…ぁ…ぉ～　

実は掻いてもらえないのではと、不安でしたか？

苦しめた分、きちんと約束を守る…

緊張と緩和を繰り返す事で、ある種の信頼関係が生まれ、

自然な上下関係が成り立つのです…



⑳左耳、超近距離

　・高速耳かき、擬音高速

　・囁き声

こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ、こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ

はー…ふぅ～♡(5秒)　こうして、時に優しく…はー…ふぅ～～♡(7秒)

飴と鞭は、洗脳の鉄則でございます。

かきかきかきかきかきかきかきかき、かりかりかりかりかりかりかりかり…

こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ、こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ

はー…ふぅ～♡(5秒)　痒い所を存分に掻いてもらえて、満足ですか？

かきかきかきかきかきかきかきかき、かきかきかきかきかきかきかきかき、かきかきかきかきかきかき

は？　奥も？　ハァ…やれやれ、まだまだ調教が足りぬ様です…

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっ、ふぅ～♡(10秒)

はー…ふぅ～♡(5秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

気持ちよかったですか？　私に、感謝は？

おやおや、もうすっかり従順ですね…

では続いて、奥を…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離

　・耳穴を覗き込んでねっとり実況

　・囁き声

ん～…ぁ～、ぉ～…やはり、先程以上に、お耳壁がビクン、ビクンっと…

お口を物欲しそうにおっぴろげております…そして何より、耳垢が…うぁ～…凄…

はー…ふぅ～♡(5秒)　



㉑左耳、近距離

　・奥耳かき、擬音ゆっくり目

　・意地悪く、しっかり掻かない

奥も…そ～っと、ゆ～っくりと…力を込めればすぐにでも掻き出せてしまいそうな耳垢を…

撫でる様に…こり、こり…こしょ、こしょ…ん～、かり、かり、かりかり

ん？　悔しそうなお顔…何か言いたそうですね…ほり、ほり…こしょ、こしょ…ご～しょ、ほ～しょ…

ほし、ほし…こ～しょ、こ～しょ…かりかり、こり、こり…

時々…強めを混ぜて…ご～り、ごり…ほじほじっと…ほじ、ほじ…

でもまたすぐに…こしょ、こしょ…そろ、そろ…

棟梁なのですから、その気になればくノ一を従えるくらい容易い筈…

しかしそれでは、もう耳かきをして貰えないかも…歯痒いですねぇ

雑にされれば決して気持ちよくはないでしょうし、何より危険…

結局、全ての主導権を握らせる他ないのです…あ～情けない…

ほぉら、まだまだ悶えてください？

ん～…ぁ～…そろ、そろ…こしょ、こしょこしょ…ん、こしょ、こしょ…え？　もっと強く？

ほじ、ほじ…これでいいです？　もっと？　ん～…

もっと強く？　はて…こうでしょうか…　

はー…ふぅ～～♡(7秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離

お耳穴、イライラしますか？

ため込んだイライラをなかなか解消させて貰えない悔しさに身悶えながら…

棟梁としての誇りと、くノ一にお耳穴を犯されたい邪な欲望とのせめぎあいにも敗れ去り…

決して逆らえぬまま、ただ身を委ねることしかできない無力感を噛みしめながら、

無様に気持ちよくされるのを待っていてください…



㉒左耳、超近距離

　・囁き声

はー…ふぅ～♡(5秒)

よく我慢できました…ちっとも偉くはありませんが…

では、偉くない棟梁へのささやかなご褒美に、

お待ちかねの奥を所をいーっぱいほじほじして、イライラを解消して差し上げます。

　・奥高速耳かき、擬音高速

ん、ん…ほじほじほじほじ…いかがです？　っと、言うまでもなさそうですね…

ほじほじほじほじほじほじほじほじ…

　・お腹の匂いを嗅がれ一瞬焦る

んっ∥　熱い…これは、私のお腹の匂いを…全く…よもやこのような抵抗を見せるとは…んぅっ∥

ですがこの程度…見くびられては困ります。　無駄ですよ。

ごしょごしょごしょごしょごしょごしょごしょごしょ、ほじほじほじほじほじほじほじほじ

ほじほじほじほじほじほじほじほじ、がりがりがりがりごりごりごりごり

　・呆れてジト目になりながら

くっ、棟梁…奥耳かき中の危険な状況であるにも関わらず、犬の様にいつまでもクンクンと…

それほどに私の腹部は魅力的な匂いなのですか？

もはや時も場も構わず女の匂いを欲する程に見境がなくなっている…

しかも相手は実の姉だというのに…

昂った耳奥を刺激しすぎたせいで、頭がバカになってしまっておられるご様子…

いいでしょう、存分欲望のままお吸いになってください…

どのみち私には効きませんので、構わず続けさせて頂きます。



㉓左耳、超近距離

　・囁き声

　・奥高速耳かき続き、擬音高速

　・ぉ～鼻息が――の部分ちょっとおほ声っぽく

ん…ほじほじほじほじほじほじほじほじ…ぁ～、ごりごりごりごりごりごりごりごり

ほじほじほじほじほじほじほじほじ、ほじほじほじほじほじほじほじほじ

ん～…ぉ～鼻息がっ凄い…お腹が火傷しそうです…ごりごりごりごりごりごりごりごり…

こちらも、耳垢がよく浮く様に…

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ(7秒)

はー…ふぅ～～♡(7秒)　ん？　ふっ♡(1秒)

　・囁き声やめ

　・耳穴を覗き込んで唾垂らし

　

ん～…よし、こちらも準備は整ったご様子…お次は何をされるか、もうお分かりですね？

逃がしませんよ…お耳をしっかりと押さえて…よーくお耳穴を広げて…ぁ～

あむっ…くちゅっ…むぐっくちゅるっ…んむっるっうれぇ～ぷぷふぇっ…ぷっ♡(15秒)

あぁ…入りました…って、またそうやってビクビクと…お耳も真っ赤にして…

本来なら、唾を吐くという行為は相手への侮蔑を意味しますが…

　・囁き声

それでもなお…いえ、むしろだからこそでしょうか…その様な行為を喜んで受け入れるそのお姿…

情けないです。　実の姉である私でさえも養護出来ぬ程に…



㉔左耳、近距離

　・耳ブラシ、擬音ゆっくり目

それでは、最後のくすぐり棒ですよ。

もうこれ以上はないとは思いますが、みっともない泣き声を出すなら、これが最後の機会です…

フフ、もはやなんの感情も湧きません…このまま穴の中をずろずろと掻き尽くして差し上げます。

では、ずぞぞ～っと…

ほぉ～ら…じゅ～こ、じゅ～こ…大好きなお耳穴虐めですよ～

ぞろろ～、ぞりり～…じゅ～ろ、じゅ～こ…じゅこ、じゅこ、じゅぞ、じゅぞ…ぞろろ～り

くるくる回転…ぞろ～り、ぞろ～り…じゅろ、じゅろ、ぞろぞろぞろ～…

じゅろろ～、じゅここ～…くるくる、くーる、くる

そうそう、遠慮せずに…出しなさい

じゅこ、じゅこ…ごしゅ、ごしゅ…ず～こ、ず～こ…ずろ、ずろ…ずこ、ずこ…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離

　・高速耳ブラシ、擬音高速

このまま…奥へと挿し込んで、た～っぷりじゅこじゅこしますね。

じゅこじゅこじゅこじゅこじゅこじゅこじゅこじゅこ、ずこずこずこずこずこずこずこずこ

ちゅこちゅこちゅこちゅこちゅこちゅこちゅこちゅこ

はー…ふぅ～♡(5秒)　じゅろじゅろじゅろじゅろじゅこじゅこじゅこじゅこ

はー…ふぅ～♡(5秒)　じゅろじゅろじゅろじゅろじゅこじゅこじゅこじゅこ

…くるくるくるくる、くりくりくりくり、ぐりぐりぐりぐり、じゅりじゅりじゅりじゅり、じゅろじゅろじゅろじゅろ

くるくるくるくるくるくる～…それっ！　

もう一度…くりくりくりくりくりくりくりくり～それっ！　

ぞろぞろ、ぞりぞり、ずろずろずろ～えいっ！

はー…ふぅ～～♡(7秒)　はー…ふっふっふっ、ふぅ～♡(7秒)



㉕左耳、近距離

　・綿棒、擬音ゆっくり目

お疲れさまでした…では、綿棒で仕上げを…

え？　油断はしない？　フフ、バレてましたか…ですがひとまずは、ゆっくりと擦って参ります。

ん…こし、こし…くり、くり…くし、くし、くりくり…浮かせた耳垢を、綿棒で絡め取って…ん

ん、あ…こし、こし、こし、こし…くし、くし…くーり、くーり……すり、すり…すーり、すーり

ずり、ずり、ずり…こーし、こし…全く、どれだけため込んでいるのやら…

奥へと滑らせますよ…綿棒を回転させて…

くるくる、くーる、くーる…くりくりくりくり、くる、くる…ぐりぐり、ぐるぐる…ぐりぐり、お好きですか？

ぐーり、ぐーり…ぐり、ぐり、ぐり…ごし、ごし…ごぉし、ごぉし…

では、いよいよ仕上げと参ります。　お覚悟を…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・囁き声

　・高速綿棒、擬音高速。

こしこしこしこしこしこしこしこし…流石に身構えていた分、矜持を保てておられるご様子…

ですがそれも、いつまで持つでしょうか…

こしこしこしこしこしこしこしこし、こしこしこしこしこしこしこしこし

くりくりくりくりくりくりくりずりずりずりずりずりずりずりずり、ごしごしごしごしごしごしごしごし

こしこしこしこしこしこしこしこし、くりくりくりくりくりくりくり、ごしごしごしごしごしごしごしごし…

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっ、ふぅ～♡(10秒)　



左耳、近距離

　・ラスト、棟梁が謝罪。深呼吸の後気が抜けた様に本来の姉モードに切り替える

棟梁、いかがです？　お望みとあらば、もっとも～っと厳しい修行も…

はい？　…ごめんなさい？

すぅ～…はぁ～

よーやく観念した？

いつまでお姉ちゃんにつき合わせるつもり？

ホントは秘伝忍術も、耳かき術もぜーんぶ嘘なんでしょ？

それっぽい反応するからホントの忍術っぽいけど…

それは君のお耳穴が弱すぎるだけ！　全部お見通しなんだから。

他のくノ一はともかく、お姉ちゃんを騙せると思った？

ホンっとにもぅ…いつからこんな、お耳穴虐められたがりの変態被虐趣味者になっちゃったんだか

こーゆーのはね、南蛮言葉で、ドMって言うんだよ？

反省してるの？　はい、よろしい。



【姉モードで唾垂らし指耳かき】

㉗両耳、近距離

　・本来の姉モードで小言

　・唾垂らしはやはり恥ずかしかったと反省してる

ハァ…それにしても、女の人ならホントに何でもいいの？

お姉ちゃんなのに、気にならないんだ？　そんなに気持ちよかった？

しかもお腹までクンクンして…唾も…つい勢いで垂らしてあげたけど、

ホントに気持ちよさそうにするんだもん、お姉ちゃんちょっとビックリしちゃった∥

　・図星をつかれてバツが悪そうに

え、小言の割に楽しそうだった？　私が？

そ、そりゃ…お姉ちゃんだって、君の事…大好きだし…

合わせて乗っちゃったトコもあったけど…君程変態じゃありませんっ！

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・囁き声

　

お姉ちゃんをからかわないのっ∥　

はー…ふぅ～♡(5秒)　ふんだっ∥

全くもぅ…いつだって、心配してるんだよ？

姉上じゃなくてお姉ちゃんって呼びなさいっ



㉘両耳、近距離

　・棟梁が怒って焦る。段々弱気に

全くもぅ…君がこんなにお耳穴弱々ドMだったなんて、お姉ちゃん全然知らなかった。

まぁでも、くノ一相手に夜伽を強要してるわけじゃなくてホッとした、

もしそうだったらお姉ちゃんの責任問題だったし…

だからってやりすぎって…そ、それは…君が悪いんだよ？

君があんまりだらしないからつい厳しくしようと思って…怒らないでよっゴメンってば…

さ、さっきはその…ほら、ノリと勢いっていうか…

確かにお姉ちゃんもちょっと楽し…かった…けど、さ∥

お、お詫びって…そんな、んもぅ、しょうがないなぁ…何が欲しいの？

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

　・膝に飛び込む棟梁

　・驚くが、折れて呆れる

っ∥　また膝枕…？　ど、どうしたの？　えぇ？　もっとって…

耳かきはもうこりごりなんじゃなかったの！？

別腹…お饅頭じゃないんだから…

フッ…ホンっとに好きなんだね、お耳穴弄られるの。　

　・独り言

そんなに好きなら、普段からお姉ちゃんに言ってくれればいいのに…

そっそれで？　また耳かきするの？



㉙右耳、近距離

　・指耳かきの要求に今度は素面なので恥ずかしがる

　・ブラコンが災いしてつい甘やかしてしまう

えぇっ！？　も、もう一回唾垂らしてって…しかも、今度は指でしてって…

や、ヤダっ…冷静に考えたらすっごく恥ずかしいんだから∥

どうしてもって、しなきゃダメ？　と、棟梁の命令…

こんな事、里に知られたら大変なんだから…今夜だけ、二人だけの秘密…だからね？

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・赤面しながら

　・唾垂らし

じゃあ、お耳…広げるよ？

あーんくちゅっ…むぐっくちゅるっ…るあっうぶるぷふぇぇれ～ぉ♡(10秒)

は、入っちゃった∥　んもぅ恥ずかしい…じゃあ、指、入れるね？

ぅ、うぁ～…君の中…熱い∥　

け、敬語でしてって…うぅ、この変態棟梁っ∥

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、近距離

　・恥じらいつつ頑張って左右耳かきパートの敬語モードに戻す

　

お、オホンっ∥

あ、新たに…垂らした唾液で、より滑らかに…動かし易く…します∥

ん…ゆっくり、ゆっくり…指先を動かして…こ、こうする事で…按摩の効果も得られますから∥

　・独り言

んもぅ、なんでこんな事に…



㉚右耳、近距離

　・指耳かき、擬音ゆっくり目

ぬ…ぬちゅ、ぬちゅ…ちゅぽ、ちゅぽ…ふ、ふしだらな音がよく聞こえる様に…出し入れ∥

ちゅぷ、ちゅぷ、ちゅぷっ…にゅぽ、にゅぽ…ぬぷっ、ぬぷっ、にゅこっ、にゅこっ…

　・独り言、素で

フッ、でも…すっごく気持ちよさそうな顔…ホント、しょうがない弟だなぁ♡

はー…ふぅ～♡(5秒)

　・また敬語で、元のクールさを取り戻し、今度は楽しそうに。

　・囁き声

ねっとりと…愛撫されるような指使いで…浅い所から…奥…へっ！

にゅぐぐっ♡　あぁっ∥　棟梁の奥…火傷しそう…　明らかにビクビクっと…凄い∥

耳奥から鼓動が早くなっているのが伝わります∥

殿方というものは、皆一様に奥が弱いのでしょうか…それとも、棟梁だけ？

そら…ぐーりゅ、ぐーりゅ…ぐり、ぐり…ぐーり、ぐーり…ごーろ、ごーろ♡

ぐりゅ、ぐりゅ、ごりゅ、ごりゅっ…にゅっご、にゅっご…ぬぐ、ぬご、ぬぐぐ～…にゅここ～♡

じゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽ♡

いやらしくじゅぽじゅぽと出し入れされるの…気持ちい？　フンっ、このスケベ♡

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

右耳、超近距離

　・擬音高速

　・囁き声

じゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽ、ぬぽぬぽぬぽぬぽつぽつぽつぽつぽ♡

つぷつぷつぷつぷずぷずぷずぷずぷじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽぬぽぬぽぬぽぬぽ♡

はー…ふぅ～♡(5秒)



㉛右耳、超近距離

　・囁き声

　・擬音高速

お耳奥の軟弱な所で…指先をちろちろと、遊ばせます…

ちろちろ…ちろちろ…くろくろくろくろ…え、激しい？

ご自分からお求めになられましたのに、またそうやってすぐ言葉を曲げて…

…こりゅこりゅこりゅこりゅこりゅこりゅこりゅこりゅ

くろくろくろくろくろくろくろくろ、ちろちろちろちろちろちろちろちろ

ん…ぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐり、ごりゅごりゅごりゅごりゅごりゅごりゅごりゅごりゅ

少々暴れん坊が過ぎてしまいました…

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)

　・素の口調に戻って

気が済んだ？　最後にはたっぷりと、君の好きなアレを…

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　

はー…ふぅ～～♡(7秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ、ふぅ～♡(15秒)

気持ちよかった？　はい、じゃあお姉ちゃんのお腹側向いて？



㉜左耳、近距離

　・慣れてきた感じで

フフ、すっかり素直になったね…お姉ちゃんにして貰えて嬉しいんだ？

言っとくけど、お腹クンクンしちゃだめだよ？　わかった？

あっ、敬語だったね♡

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、超近距離

　・敬語モードで

では、お耳穴をかっぴろげて…

唾液を…んくちゅっ…むぐっくちゅるっ…るあっうぶるぷふぇぇれ～ぉ♡(10秒)

はぁい、たっぷりとお耳穴に…お姉ちゃんの唾液を注ぎましたよ～♡

それではこのまま…

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

　・指耳かき、擬音ゆっくり目

ほぉら、濡れたお耳穴に、指が入っていきますよ？　んっ∥　にゅぷっと…熱い∥

ゆーっくり出し入れしますよ♡　にゅぷ、にゅぷ…ちゅぽ、ちゅぽ♡　

しっかりと、お耳壁に唾液を馴染ませ…ます∥

んっ、んっ…んっ、んっ…ぬちゅ、ぬちゅっ…にゅこ、にゅぼっ♡

にゅぼ、にゅぼ、にゅぼ、にゅぼっ♡

じゅぷ、じゅぷ、ちゅぽ、ちゅぽ…ぬこ、ぬこ…にゅく、にゅく♡

全く…こんな、変態的な…行為で…ビクビクとよがる…とは…んっ∥

しっかりと矯正する事も、視野に入れなければ…んっ∥

んっ∥　じゅぽ、じゅぽ…にゅぼ、にゅっぼ…ぬちゅ、ぬちゅ、じゅこ、じゅこ、じゅこ、じゅこ



㉝左耳、超近距離

　・囁き声

　・高速指耳かき、擬音高速

はー…ふぅ～♡(5秒)　気持ちいいのですか？

気持ちよくなればなるほど…情けなくなっていきますよ？

もっともっと、棟梁にあるまじき情けないお顔を…お声を…お晒しください♡

この葵が、ぜーんぶ見ていて差し上げますからね…

では、参ります…

ずぽずぽずぽずぽ、ずぽずぽずぽずぽ、ぐぽぐぽぐぽぐぽ、ぐぽぐぽぐぽぐぽ

こうしてひたすら、お耳穴にずぽずぽと出し入れ…お好きでしょう？　この変態…

んっ∥　またお腹をクンクンと…仕方ないですね…

いっぱい嗅いでいいですから、その代わり、きちんと我慢するのですよ？

はー…ふぅ～～♡(7秒)

ぬこぬこぬこぬこぬこぬこぬこぬこ、にゅこにゅこにゅこにゅこにゅこにゅこにゅこにゅこ

ちゅぽちゅぽちゅぽちゅぽちゅぷちゅぷちゅぷちゅぷ、つぷつぷつぷつぷつぷつぷつぷつぷ

ずぽずぽの後は勿論…お耳奥での指先ちろちろです。

ちろちろ…ちろちろ…ちろちろろちろくろくろくろくろ…

ん？　なぜ口を抑えるのです？　構いませんよ？　どうぞお漏らしください…あっあっあっ…て

ちろちろちろちろちろちろちろちろ…こりゅこりゅこりゅこりゅこりゅこりゅこりゅこりゅ

くろくろくろくろくろくろくろくろ、ちろちろちろちろちろちろちろちろ



㉞左耳、超近距離

　・ここだけタメ語だけどお姉ちゃんとして上から

　・囁き声

情けないお声も、今だけは出していいから…お姉ちゃんにいっぱい聞かせなさい♡

ほら、もっともっと…お姉ちゃんに聞かせて？　出せっ、出せ出せっ♡

ん…ぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐり、ごりゅごりゅごりゅごりゅごりゅごりゅごりゅごりゅ

にゅぐにゅぐにゅぐにゅぐにゅぐにゅぐにゅぐにゅぐにゅぐ～

はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　はー…ふぅ～♡(5秒)　

はー…ふぅ～～♡(7秒)　はー…ふぅ～～♡(7秒)

はー…ふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっふっ、ふぅ～♡(15秒)

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

左耳、近距離

　・聴き手が寝ている想定なので声抑えめで

あっ！？　あはは…またついやりすぎちゃった∥

はい、これでお終い。　ホント、今回だけだからね∥

…もうご機嫌治った？

って、寝てる…ハァ、こうして見ると、かわいい弟なんだけどなぁ…

棟梁としては…まだまだ支えが必要かな∥



【その他】

右耳、超近距離

　・Youtube用 OP

　・囁き声

サークルでぶり

両耳、近距離

　・Youtube用 ED

お疲れ様でした。棟梁。

今後はこの様なみっともないお姿を晒されぬ様、気をお引き締めください。

どうしても、と言う事でしたらその際は…

お姉ちゃんが、こっそり耳かきしてあげるからね♡

右耳、近距離

　耳かき中のすーはーという自然な息遣い(60秒)


